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ミシン縫製時の条件が縫目特性に及ぼす影響　一薄地平織物の場合一

文化女子大家政　Ｏ武田育子　成瀬信子

　目的　62年度本学会でミシン縫製時の条件の中，ブロード4 0番を試験布とした時の望

ましい条件は,縫糸によって異なるが下糸張力最小12 g 以上であることが示された。そこで，

今回は薄手の織物３種について，下糸張力を2段階に変え，針の種類を変えた時の縫目性

状を調べ，針の影響を見出した。

　方法　試験布は絹，キュプラ，ポリエステルの薄手平織物３種，縫糸は絹ミシン糸50番

ポリエステルフィラメント糸60番の２種で，針はＳ社が間発したM R 1 ,デルタＵの太さ

の違う２種（8 番，10番）と従来一般に使われている針（９番）の４種とした。工業用

ミシンで，これらの条件を組合せて試験布を縫製した。針目数18日／3CII1,520～530回／m in

程度に縫製速度を一定にした。各種の縫目性状を測定し，一方，視覚による官能検査を一

対比較法（順序効果のない場合）で行ない，その官能評価と，測定値との対応から，薄地

織物に対する縫製条件を針の種類を中心として検討した。

　結果　これらすべての条件より, 3種の試験布の中，常に羽二重（絹100％　）の縫つれ

は小さい。また，測定値よりも，官能検査の結果の評価が相対的に大きく，細目で，針カッ

トがまろやかで，針に一定のくねりを与えているM R 1が，縫つれが小さく，針目直線

性もよく，針穴の目立ちも小さく，縫目がきれいである傾向が示された。また，この範囲

の同一針内では，細い針の方が，太い針を用いるより望ましい結果を与えている。
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衣服の着用による性能劣化と布の力学特性との関係

　　　　　　　　　　　　　　　滋賀大　教育

　　　　　　　　　　　　　　　奈良女大　家政

○御倉弘子

　丹羽雅子

［目的］繊維から衣服までの生産が自動化されている現在，高品質の布を設計生産す-s ため

には，比較的短期間の着用によって生じる衣服の外観・風合い劣化を着用前の布の力学特性

から予測することが有用である。本研究は，着用試験と疲労試験により紳士夏用スーツ地の

性能劣化を数量的に捉え, 布の力学特性との関係を検討して疲労予測の基礎資料を得る。

［方法］すでに紳士夏用スーツの着用試験により6シーズン８００時間着用後の各部位の力学

特性・風合い値の変化を数量的に捉えて報告した"。本研究では，着用試験に用いた試料に

KES-F5疲労試験機により繰り返し変形を与え，着用試験結果との対応により800時間着用を

短期間に再現する試験条件を見いだし，それに基づいて繊維組成の異なる試料について疲労

試験を行い，布の性能劣化と試験前の力学特性との関係を検討した。布の性能として客観化

された外観の美しさや仕立て映え評価値(TAV）^'・布の品質の良否を表す総合風合い値（THV）

を用いた。また* を構成する糸・繊維の集合形態や力学特性の変化についても検討した。

［結果］着用試験・疲労試験による力学特性の変化から布の疲労現象にはせん断七ステリシ

ス2HGの増加が強く関係することが示され，たて糸とよこ糸の交差部での繊維集合形態の変化

も観察された。紳士夏用羊毛スーツ地については，疲労試験によるよこ糸方向の2HGの増加は

1 .3～2.7倍,で, 布の繊維組成によって異なり，2HGの増加とTHVの低下には直線関係が示され

た。TAVの高い布（>3.5）の疲労試験によるTAVの低下は平均0.95倍, TAVの低い布（<2.5）では平

均0.82倍で，着用前のTAVの高い布は着用後の外観劣化が少ない傾向が認められた。
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